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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
刀
語
×
Ｆ
ａ
ｔ
ｅ
 
 
 
 
 

～
現
代
に
集
う
英
雄
た
ち
～

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
４
２
１
９
Ｚ

【
作
者
名
】

　
フ
ル
フ
ル

【
あ
ら
す
じ
】

　
時
を
遡
る
こ
と
数
百
年
前
・
・
・
第
１
次
聖
杯
戦
争
・
・
・

そ
の
場
に
召
喚
さ
れ
た
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
た
ち
は
、
な
ん
の
因
果
か
「
刀
語
」
に

お
い
て
時
代
に
名
を
刻
む
英
霊
た
ち
だ
っ
た
。

ま
だ
戦
国
の
世
が
終
わ
っ
て
間
も
な
い
時
代
、
に
激
闘
を
演
じ
た
英
雄
た
ち
が
、

今
一
度
現
代
に
蘇
り
、
聖
杯
を
め
ぐ
る
・
・
・

現
代
版
時
代
活
劇
・
・
・
フ
ェ
イ
ト
・
カ
タ
ナ
ガ
タ
リ
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始
ま
り
始
ま
り
・
・
・
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～
英
霊
召
喚
～
（
前
書
き
）

刀
語
と
フ
ェ
イ
ト
の
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
作
品
で
す
。

召
喚
さ
れ
る
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
が
全
て
刀
語
関
係
の
人
物
と
い
う
。

洒
落
に
な
ら
な
い
不
自
然
さ
。

正
直
両
作
品
と
も
知
っ
て
い
る
方
は
そ
ん
な
に
い
る
と
思
い
ま
せ
ん
が
。

知
っ
て
い
る
方
は
、
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
・
・
・
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～
英
霊
召
喚
～

そ
こ
に
は
一
人
の
人
間
が
居
た
。

暗
い
、
狭
い
、
臭
い
。

床
に
は
謎
の
文
様
が
あ
る
部
屋
だ
っ
た
。

そ
ん
な
場
所
に
彼
女
は
一
人
で
立
っ
て
い
た
。

そ
し
て
そ
の
少
女
の
目
の
前
に
は
、
朽
ち
か
け
の
誰
か
の
白
髪
が
置
い
て
あ
っ

た
。

「
閉
じ
よ
。
閉
じ
よ
。
閉
じ
よ
。
閉
じ
よ
。
閉
じ
よ
」

そ
の
場
に
い
た
一
人
の
少
女
は
、
何
か
を
喋
り
始
め
た
。

「
繰
り
返
す
つ
ど
に
五
度
。
た
だ
、
満
た
さ
れ
る
刻
を
破
却
す
る
」

「
素
に
銀
と
鉄
。
礎
に
石
と
契
約
の
大
公
。
祖
に
は
我
が
大
師
シ
ュ
バ
イ
ン
オ

ー
グ
」

「
振
り
立
つ
風
に
は
壁
を
。
四
方
の
門
は
閉
じ
、
王
冠
よ
り
出
で
、
王
国
に
至

る
三
叉
路
は
循
環
せ
よ
」

「
告
げ
る
・
・
・
・
・
・
」

「
汝
の
身
は
我
が
下
に
、
我
が
命
運
は
汝
の
剣
に
」
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「
聖
杯
の
寄
る
べ
に
従
い
、
こ
の
意
、
こ
の
理
に
従
う
な
ら
ば
応
え
よ
・
・
・
」

「
誓
い
を
此
処
に
、
我
は
常
世
総
て
の
善
と
成
る
者
、
我
は
常
世
総
て
の
悪
を

敷
く
者
」

「
汝
三
代
の
言
霊
を
纏
う
七
天
、
抑
止
の
輪
よ
り
来
た
れ
、
天
秤
の
守
り
手
よ

！
」

床
の
文
様
が
輝
き
、
部
屋
全
体
が
揺
れ
る
。

大
気
が
震
え
、
目
の
前
が
光
り
輝
く
。

そ
し
て
少
女
の
目
の
前
に
「
何
か
」
が
現
れ
た
。

現
れ
た
そ
れ
は
ヒ
ト
で
は
な
い
。

ヒ
ト
で
あ
っ
た
、
か
も
知
れ
な
い
が
、
今
は
ヒ
ト
で
は
な
い
。

そ
ん
な
も
の
が
少
女
の
目
の
前
に
現
れ
た
。

「
・
・
・
あ
れ
だ
、
え
っ
と
・
・
・
」

現
れ
た
そ
れ
は
少
女
に
向
け
て
喋
り
始
め
た
。

「
あ
ん
た
が
俺
の
マ
ス
タ
ー
か
？
」
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～
英
霊
召
喚
～
（
後
書
き
）

結
構
ミ
ス
マ
ッ
チ
な
ク
ロ
ス
作
品
で
す
が
・
・
・

う
ま
く
行
く
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。
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～
甦
る
虚
刀
流
の
男
～
（
前
書
き
）

続
き
も
の
な
の
で
、
少
し
づ
つ
キ
ャ
ラ
を
増
や
そ
う
と
思
い
ま
す
。

始
ま
り
始
ま
り
っ
?
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～
甦
る
虚
刀
流
の
男
～

「
あ
ん
た
が
俺
の
マ
ス
タ
ー
か
？
」

そ
れ
は
そ
う
言
っ
た
。

「
え
え
、
私
が
貴
方
の
マ
ス
タ
ー
よ
」

少
女
は
そ
れ
の
言
う
こ
と
に
応
え
た
。

「
そ
れ
で
、
貴
方
の
ク
ラ
ス
は
な
に
？
」

続
け
ざ
ま
に
少
女
は
そ
れ
に
質
問
を
し
た
。

「
あ
あ
、
俺
は
多
分
、
セ
イ
バ
ー
だ
と
思
う
ぜ
」

表
情
を
変
え
る
こ
と
な
く
、
淡
々
と
そ
れ
は
応
え
た
。

「
わ
か
っ
た
わ
」

短
く
そ
れ
だ
け
を
言
う
と
、
少
女
は
扉
の
前
ま
で
行
き
、
部
屋
を
出
た
。

「
・
・
・
・
・
・
」

そ
れ
は
黙
っ
て
立
っ
て
い
た
。

「
！
」

何
か
に
気
づ
い
た
よ
う
に
、
そ
れ
は
床
の
一
部
を
見
つ
め
て
い
た
。
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視
線
の
先
に
は
朽
ち
か
け
の
白
髪
が
置
い
て
あ
っ
た
。

ゆ
っ
く
り
と
、
そ
れ
は
視
線
の
先
に
近
づ
き
、
跪
い
た
。

「
久
し
ぶ
り
、
と
が
め
」

そ
れ
は
表
情
を
崩
し
、
微
笑
ん
で
い
た
。

「
な
ん
で
貴
方
が
私
の
名
前
を
知
っ
て
る
の
よ
？
」

少
女
は
扉
の
横
で
、
跪
く
そ
れ
を
見
つ
め
て
い
た
。

「
ん
・
・
・
？
あ
ん
た
、
と
が
め
っ
て
言
う
の
か
？
」

「
そ
う
よ
、
咎
め
る
女
と
書
い
て
、
と
が
め
と
読
む
」

少
女
は
言
い
終
わ
る
と
、
そ
れ
の
目
の
前
に
来
た
。

「
真
名
は
？
」

「
真
名
？
・
・
・
あ
あ
、
本
当
の
名
前
か
」

ぬ
っ
、
と
立
ち
上
が
り
。

そ
れ
は
静
か
に
、
若
い
声
で
言
っ
た
。

「
虚
刀
流
七
代
目
当
主
、
鑢
七
花
、
だ
」

言
い
終
わ
っ
た
そ
れ
の
口
元
に
、
少
女
は
寂
し
さ
を
感
じ
た
。
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「
予
想
通
り
の
名
乗
り
ね
、
ま
あ
そ
の
た
め
に
聖
遺
物
を
コ
レ
に
し
た
ん
だ
も

の
ね
」

少
女
は
床
に
置
い
て
あ
っ
た
白
髪
を
、
ひ
ょ
い
、
っ
と
掴
ん
だ
。

「
貴
方
に
一
番
親
し
い
人
物
の
遺
物
・
・
・
で
し
ょ
？
」

「
・
・
・
ま
あ
な
」

悲
し
げ
な
視
線
で
、
そ
れ
は
白
髪
を
見
つ
め
て
い
た
。

先
程
の
微
笑
み
は
、
今
は
消
え
て
い
る
。

「
ち
ょ
っ
と
、
辛
気
臭
い
わ
よ
」

少
女
は
ケ
タ
ケ
タ
、
と
笑
い
な
が
ら
言
っ
た
。

「
と
に
か
く
、
こ
れ
か
ら
は
お
互
い
パ
ー
ト
ナ
ー
な
ん
だ
し
、
ヨ
ロ
シ
ク
ね
」

「
あ
あ
」

そ
れ
が
、
七
花
と
、
咎
女
の
、
出
会
い
。

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
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同
時
刻
・
・
・
・
・
・

「
俺
は
、
眠
い
ん
だ
よ
」

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

同
時
刻
・
・
・
・
・
・

「
拙
者
に
と
き
め
い
て
も
ら
う
で
ご
ざ
る
」

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

同
時
刻
・
・
・
・
・
・

「
不
名
乗
、
名
乗
る
必
要
は
な
い
」

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

同
時
刻
・
・
・
・
・
・
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「
う
ち
っ
ち
は
遊
び
に
来
た
で
す
よ
！
」

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

同
時
刻
・
・
・
・
・
・

「
早
々
で
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
は
死
に
た
い
ん
で
す
」

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

同
時
刻
・
・
・
・
・
・

「
ぼ
く
は
英
雄
じ
ゃ
な
く
て
、
仙
人
な
ん
だ
け
ど
ね
」

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

時
を
同
じ
く
し
て
、
七
体
の
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
が
現
代
に
そ
の
勇
姿
を
表
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
全
員
が
、
全
員
に
面
識
の
あ
る
人
物
だ
と
は
、
誰
も
知
ら
な
い
。

少
な
く
と
も
、
今
は
ま
だ
。
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～
甦
る
虚
刀
流
の
男
～
（
後
書
き
）

刀
語
を
読
ん
で
い
る
方
は
、
誰
が
で
る
か
分
か
っ
て
し
ま
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。

続
き
ま
す
。
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～
蘇
る
居
合
斬
り
の
浪
人
～
（
前
書
き
）

今
回
登
場
す
る
は
、
生
前
、
因
幡
砂
漠
に
城
を
構
え
た
浪
人
。

光
速
を
超
え
る
居
合
斬
り
の
達
人
。

名
を
宇
練
銀
閣
。

そ
ん
な
こ
ん
な
で
雑
劇
寸
劇
茶
番
劇
。

フ
ェ
イ
ト
／
カ
タ
ナ
ガ
タ
リ
第
３
話
・
・
・

始
ま
り
始
ま
り
っ
♪



16

～
蘇
る
居
合
斬
り
の
浪
人
～

そ
こ
は
と
あ
る
教
会
。

教
会
の
床
に
は
謎
の
文
様
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

そ
こ
に
は
前
者
と
同
じ
く
女
性
が
立
っ
て
い
た
。

少
女
と
呼
ぶ
に
は
大
人
び
て
い
て
。

大
人
と
呼
ぶ
に
は
幼
く
感
じ
る
。

大
学
生
の
よ
う
な
女
性
。

「
閉
じ
よ
。
閉
じ
よ
。
閉
じ
よ
。
閉
じ
よ
。
閉
じ
よ
」

そ
の
女
性
も
謎
の
言
葉
を
唱
え
始
め
る
。

簡
略
。

・
・
・
「
天
秤
の
守
り
手
よ
！
」

女
性
の
目
の
前
は
光
り
輝
き
、
教
会
か
ら
光
が
漏
れ
る
。

突
風
が
吹
き
、
女
性
の
服
が
た
な
び
い
た
。

そ
し
て
、
ま
た
し
て
も
、
そ
れ
は
現
れ
た
。

今
は
ヒ
ト
で
は
な
い
そ
れ
が
、
こ
の
女
性
の
前
に
も
現
れ
た
。
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「
・
・
・
・
・
・
」

そ
れ
は
ど
う
や
ら
眠
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

あ
ぐ
ら
を
か
き
、
刀
を
肩
を
支
え
に
抱
い
て
い
る
。

黒
髪
長
髪
の
そ
れ
は
、
眠
っ
て
い
る
。

「
あ
の
・
・
・
・
・
・
起
き
て
も
ら
え
ま
す
か
？
」

女
性
は
そ
れ
に
対
し
て
、
声
を
発
し
た
。

そ
れ
は
目
を
ゆ
っ
く
り
と
開
け
た
。

浅
い
眠
り
だ
っ
た
よ
う
だ
。

ふ
う
、
と
言
っ
て
首
を
少
し
動
か
し
た
そ
れ
は
女
性
に
。

「
お
ま
え
さ
ん
が
・
・
・
俺
の
マ
ス
タ
ー
っ
て
奴
か
？
」

と
、
言
っ
た
。

「
は
い
・
・
・
そ
う
で
す
」

女
性
は
か
細
い
声
で
そ
れ
に
返
答
し
た
。

「
分
か
っ
た
・
・
・
そ
れ
で
、
俺
に
用
で
も
・
・
・
？
」

ふ
わ
あ
・
・
・
、
と
あ
く
び
を
し
な
が
ら
そ
れ
は
言
っ
た
。
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「
え
っ
と
・
・
・
名
前
を
教
え
て
も
ら
え
ま
す
か
？
」

「
人
に
名
を
聞
く
な
ら
、
自
分
か
ら
、
じ
ゃ
な
い
か
？
」

そ
れ
は
肩
を
回
し
な
が
ら
言
っ
た
。

「
あ
っ
、
す
い
ま
せ
ん
・
・
・
私
は
間
桐
瞬
っ
て
・
・
・
言
い
ま
す
」

「
あ
あ
、
ま
と
う
・
・
・
ま
ど
か
、
ね
・
・
・
」

手
の
ひ
ら
で
顔
を
こ
す
り
な
が
ら
そ
れ
は
言
っ
た
。

「
じ
ゃ
あ
、
あ
な
た
の
名
前
も
教
え
て
く
だ
さ
い
・
・
・
」

「
あ
あ
・
・
・
・
・
・
名
前
ね
・
・
・
名
前
・
・
・
」

目
を
こ
す
り
な
が
ら
、
そ
れ
は
立
ち
上
が
り
。

「
宇
練
家
十
代
目
当
主
、
宇
練
銀
閣
・
・
・
だ
・
・
・
」

よ
ろ
よ
ろ
と
立
ち
つ
つ
、
そ
れ
は
生
前
の
名
を
名
乗
っ
た
。

「
宇
練
さ
ん
・
・
・
・
・
・
で
す
ね
」

瞬
は
そ
れ
の
・
・
・
い
や
宇
練
と
い
う
名
を
確
認
し
て
、
更
に
尋
ね
た
。

「
じ
ゃ
あ
、
ク
ラ
ス
は
な
ん
で
す
か
？
」

「
ク
ラ
ス
ね
・
・
・
・
・
・
ア
サ
シ
ン
、
っ
て
ク
ラ
ス
じ
ゃ
な
い
か
？
」
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銀
閣
は
退
屈
そ
う
に
周
り
を
見
回
し
な
が
ら
応
え
た
。

「
え
っ
、
ア
サ
シ
ン
で
す
か
・
・
・
？
」

瞬
は
少
し
だ
け
驚
い
た
よ
う
だ
っ
た
。

そ
れ
は
瞬
の
知
っ
て
い
る
銀
閣
が
「
剣
士
」
だ
っ
た
か
ら
だ
。

て
っ
き
り
セ
イ
バ
ー
の
ク
ラ
ス
で
現
れ
た
と
思
っ
て
い
た
瞬
は
。

「
な
ん
で
・
・
・
ア
サ
シ
ン
な
ん
で
す
か
？
」

と
思
わ
ず
聞
い
た
。

質
問
が
多
い
な
・
・
・
、
と
銀
閣
は
頭
を
少
し
か
い
た
。

「
あ
れ
だ
・
・
・
暗
い
と
こ
ろ
に
居
座
っ
て
た
の
と
、
よ
く
暗
殺
者
に
・
・
・

狙
わ
れ
た
か
ら
・
・
・
か
な
」

納
得
の
い
く
応
答
と
は
言
え
な
い
応
答
だ
っ
た
が
。

「
あ
っ
、
そ
う
な
ん
で
す
ね
、
分
か
り
ま
し
た
」

と
瞬
は
納
得
し
た
。

「
眠
い
ん
だ
が
、
寝
て
い
い
か
？
」

銀
閣
は
腰
を
下
ろ
し
て
、
目
を
軽
く
こ
す
っ
た
。
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「
あ
、
あ
の
！
」

瞬
は
少
し
大
き
な
声
で
言
っ
た
。

「
こ
れ
か
ら
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！
」

そ
し
て
瞬
は
手
を
銀
閣
に
差
し
伸
べ
た
。

し
か
し
。

「
・
・
・
・
・
・
」

握
手
を
求
め
た
瞬
の
手
は
握
ら
れ
ず
、
銀
閣
は
す
で
に
眠
り
に
落
ち
て
い
た
。

「
・
・
・
私
も
、
眠
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
か
な
・
・
・
」

教
会
の
ど
真
ん
中
で
寝
て
い
る
銀
閣
を
、
瞬
は
隅
ま
で
移
動
さ
せ
た
。

「
お
や
す
み
な
さ
い
」

そ
し
て
瞬
も
教
会
の
椅
子
に
腰
を
下
ろ
し
、
置
い
て
あ
っ
た
毛
布
で
体
を
包
ん

だ
。

そ
れ
が
、
銀
閣
と
、
瞬
の
、
出
会
い
。
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～
蘇
る
居
合
斬
り
の
浪
人
～
（
後
書
き
）

は
い
。

順
番
的
に
セ
イ
バ
ー
の
次
が
ア
サ
シ
ン
っ
て
ど
う
よ
？

と
友
達
に
言
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
、
が
。

一
応
銀
閣
は
２
番
目
の
敵
な
の
で
。

順
番
は
折
れ
て
な
い
で
す
。

と
い
う
わ
け
で
、
次
回
は
「
不
」
を
誇
り
と
す
る
元
忍
者
。

が
登
場
す
る
予
定
で
す
。

で
は
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

刀語×Ｆate     ～現代に集う英雄たち～
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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